
④回答状況

●ADLに 関する各設間に対する回答を認定の有無別にみると、自立の割合の差が大きいのは、階段昇
降、歩行、入浴、排尿、排便など、比較的差が小さいのは トイレ動作、食事、整容、ベッドヘの移動に

なつている。

●比較的軽度の要支援認定者について自立の割合をみると、階段昇降 (378%)、 排尿(549%)、 歩行

(551%)な どで低くなつており、高齢者ではこうした動作から機能低下が始まっていることがうかがえ
る。

図表 回答結果 単位 :%

設間(自 立と評価できる回答)

非認定者(n=24,749)

一般  |二 次予防
(n=15,580)|(n=9,169)

認定者(n=4,381)

要支援 1 要介護
(n=2082)   (n=2.299)

差

間6-6食事は自分で食べられますか (できる)
989
998      975

780
922      651

問6-7寝床に入るとき、何らかの介助を受けますか
(受けない)

988
998 1     97_2

733

913      570
255

問6-8座っていることができますか (できる)
930
970 1     862

663
709      622

問6-9 自分で洗面や歯磨きができますか (できる)
992
999 1     980

765
945      600

間6-10 自分でトイレができますか (できる)
994
999 1     983

795
965      639

間6-11 自分で入浴ができますか (できる)
983 490

722      279998 1     95.7

間6-1250m以上歩けますか (できる)
947

992      869
423
551       308

524

問6-13階段を昇り降りできますか (できる)
920
987 1     807

281

378      194

間6-14自 分で着替えができますか (できる)
989 694

907      502
295

999      971

問6-15大便の失敗がありますか (ない)
948
984      887

554 394

719      401

間6-164ヽ 便の失敗がありますか (ない)
880
949 1     76.3

422
54.9 ‐

一
２
一
〇
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3社 会参加

(1)知的能動性

①評価結果

②回答状況

●評価の基礎となっている4項 目についてそれぞれの回答結果をみてみると、一般高齢者、二次予防対象
者、要支援認定者、要介護認定者でその回答結果に顕著な差がみられる。

●非認定者のカウント率は717%～ 891%、 非認定者のカウント率は320%～ 572%で、これらの設間が
高齢者の生活機能レベルの指標として有効なことがうかがえる。

図表 回答結果 単位 :%

●老研式活動能力指標には、高齢者の知的活動に関する設間が4問設けられ、「知的能動性」として尺度
化されている (問 7-1～ 4)。

●評価は、各設間に「はい」と回答した場合を1点 として、4点満点の4点 を「高い」、3点 を「やや低
い」、 2点以下を「低い」と評価している。
● 3点以下を低下者とした評価結果をみると、60歳代までは男性のほうが低下者割合が高くなっているも
のの、70歳以上では逆に女性のほうが高くなっている。

●認定状況別にみると、やはり最も低下者割合が最も高いのは要介護認定者で、次いで要支援認定者、二

次予防対象者、一般高齢者の順となっている。

図表 低下者割合 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

―
女性(n=17.726)

―
男性(n・ 12,767)

52640

70-74青説  75-79毒登  80-84"詭   85農護11_ヒ

(%) 認定状況・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-34歳  85歳以上

789
832

762

633
688

剛　ギ
４９‐

62

359

―●~要介護(n=2,299)~要 支援(n=2,082)

一
169) +- -AQ(n=l5.580)

447
478
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(2)社会的役割

①評価結果

―
女性(nE1 7,726)

~男 性(n=12,767)

71

性・年齢階級別

65-69歳  70,74歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

②回答状況

●評価の基礎となっている4項目の回答結果をみてみると、知的能動性と同様、一般高齢者、二次予防対

象者、要支援認定者、要介護認定者でその回答結果に顕著な差がみられる。

●非認定者のカウント率は701%～ 920%、 非認定者のカウント率は20.1%～ 49.3%で 、これらの設間も
高齢者の生活機能レベルの指標として有効なことがうかがえる。

●老研式活動能力指標には、高齢者の社会活動に関する設間が 4間設けられ、「社会的役割」として尺度
化されている (間 7-7～ 10)。

●評価は、知的能動性と同様に 4点満点で評価 し、 4点 を「高い」、 3点を「やや低いJ、 2点以下を
「低い」と評価 している。

● 3点 以下を低下者とした評価結果をみると、総 じて男性のほうが低下者割合が高 くなっている。

●認定状況別にみると、やはり最も低下者割合が最も高いのは要介護認定者で、次いで要支援認定者、二

次予防対象者、一般高齢者の順となっている。

低下者割合 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別)

(%) 認定状況。年齢階級別

100

80

60

40

20

0

829 855      863       880      898

77

682

473
415

286

―●― 要介護(n=2,299)

―

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-34歳  85歳以上

―
要支援(n=2,082)

単位 :%

鰈
間7-5友人の家を訪ねていますか (はい)

701 20.1

779 1     567 30.8 1     10,4

問7-6家族や友人の相談にのっていますか (はい )
827 340
89_0 1      720 48.9 1     206

間7-9病人を見舞うことができますか (はい)
920~~ 977~  83' 349

508 1     207

間7-10若 い人に自分から話しかけることがありますか (はい)
832
8841     743

493
595      401

< >

問7-7何かあつたときに、家族や友人・知人などに相談していま
すか (はい)

926 74.6

9431     896 867 1     634

問7-11 ボランティア活動をしていますか (はい)
230

０
４ 143 32
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③相談相手・地域活動

●高齢者の相談相手を、「間7-7 何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしてい水すか」との
設間に「はい」と回答した者についてみると、「息子・娘」 (633%)が 最も多く、次いで「配偶者」
(512%)「知人・友人」 (244%)、 「兄弟・姉妹」 (211%)の 順となつている。
●参加している地域活動としては、「自治会・町内会」 (281%)、 「老人クラブ」 (262%)、 「祭 り・

行事」 (236%)へ の参加が多くなっている。

図表 相談相手

息子・娘

配偶者

友人・知人

兄弟・姉妹

息子・娘の配偶者

医師・歯科医師・看…

役所・役場

民生委員

老人クラブ

地域包括支援センター

社会福祉協議会

自治会・町内会

その他

間7-8相談相手を教えてください

0       10      20      30      40

図表 参加している地域活動

間7-12地域活動に参加していますか

0             10            20

自治会・町内会

老人クラブ

祭り・行事

サークル・自主グ…

その他
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V健 康口疾病
1疾病

(1)高血圧
○有病率

●現在治療中とする病気で最も多いのは、「高血圧」 (全体408%、 男性3809る 、女性427%)で、男性
より女性で、また年齢が高いほど多くなつている。

●認定状況別にみると、調査への回答から求めた「高血圧」の有病率が最も高いのは、要支援認定者

(496%)で 、次いで二次予防対象者 (436%)、 要介護認定者 (388%)、 一般高齢者 (386%)の 順
になつている。

図表 有病率 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

(0/o)
性・年齢階級別

60

―
女性(n・ 17,726)

一
男性(n=12,767)

6569歳  70-74歳  75-79歳  8084歳  35歳以上

認定状況・年齢階級別

6569歳  70-74歳  7579歳  80-84歳 85歳以上

44
425

―

「

要介護(n=2.299)

―
要支援(n=2,082)

―
予防輌・ 9,169)

(2)脳卒中
○有病率

●要介護の主原因となる「脳卒中」について、現在治療中とする割合 (有病率)は、全体で29%(男 性
4.0%、 女性2_2%)と なうており、女性より男性で、また年齢が高くなるほど多くなっている。
●認定状況別にみると、有病率が最も高いのは要介護認定者 (107%)、 次いで要支援認定者 (740/0)、
二次予防対象者 (310/o)、 一般高齢者 (10%)の 順となつている。
●非認定者では、年齢が上がっても有病率は横ばい傾向を示している一方、認定者では年齢とともに有病

率が顕著に下がつている。

図表 有病率 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別)

(0/o)
性・年齢階級別

25

20

15

10

5

0

―
女性(n=17,726)

―
男性(n・ 12,767)

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-34歳 85歳以上

(%) 認定状況・年齢階級別

25

20

15

10

5

0

210 ―●―要介護(n=2,299)

― 要支援(n・2,082)

― 予防(n・ 9,169)

-0-一

65-69ffi 70-74ffi, 7s-79ffi, 80-84ffi 85ffiDjl'
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(3)心臓病
○有病率

性・年齢階級別

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

(4)糖尿病
○有病率

●内蔵疾患で要介護の原因となる「心臓病」についてみると、有病率は全体で119%(男 性129%女性
111%)と なっており、女性より男性で多くなっている。
●認定状況別にみると、有病率が最も高いのは要支援認定者 (22_5%)、 次いで要介護認定者

(165%)、 二次予防対象者 (149%)、 一般高齢者 (81%)の lttと なつている。これを年齢別にみる
と、全体としては年齢とともに有病率が高くなっているが、要介護認定者では年齢によって有病率にほと

んど変化がみられない。

図表 有病率 (性・年齢階級別、認定状況。年齢階級別 )

認定状況・年齢階級別

257
242
コ́ ―́
″・̂ =ム

193

154

132

―●―要介護(n=2.299)
一キー要支援(n=2.082)
~予 防(n=9,169)

6569歳  7074歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

●同じく内蔵疾患で要介護の原因となる「糖尿病」についてみると、有病率は全体で110%(男 性
131%、 女性95%)と なっており、やはり女性より男性で多くなっている。年齢別にみると全体として年
齢が高いほうが有病率は低くなる傾向がみられる。

●認定状況別にみると、有病率が最も高いのは要支援認定者 (146%)、 次いで要介護認定者
(134%)、 二次予防対象者 (122%)、 一般高齢者 (920/0)の 順となっている。

図表 有病率 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

30

―
女性(n=17,726)

~男 性(n=12,767)

11

89
80

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-34歳  85歳以上

(%) 認定状況・年齢階級別

30

―●―要介護(n=2,299)

― 要支援(n=2,082)

― 予防(n=9,169)
-0-― ―需o(n=1

10
98
7

65-69歳  70-74歳  7579歳  8084歳  85歳以上
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(5)筋骨格系疾患
○有病率

●要介護原因となる関節リュウマチを含む『筋骨格系」疾患の有病率をみると、全体では164%(男 性
73%、 女性229%)と なっており、男性より女性で、また年齢が上がるほど高くなつている。
●認定状況別にみると、有病率が最も高いのは要支援認定者 (385%)、 次いで二次予防対象者

(221%)、 要介護認定者 (200%)、 一般高齢者 (100%)の 順となつている。これを年齢別にみる
と、全体としては年齢とともに有病率が高くなっているが、要介護認定者では年齢によつて有病率にほと

んど変化がみられない。

図表 有病率 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

70

60

50

40

30

20

10

65-69歳  70-74歳  7579歳  8084歳  85歳以上

―
女性(n=17,726)

―
男性(n=12,767)

平

(%) 認定状況・年齢階級別

70

60

50

40

30

20

10

0

65-69歳  70-74歳  75- 80-84歳  85歳以上

―●~要介護(n=2,299)
一費―要支援(n=2,082)
~予 防(n=9,169)
-0-_

363

225

199

125 113

197

(6)がん
○有病率

(%)     摯・年齢階級別

―
女性(n=17,726)

―
男性(n=12,767)

65-69歳  70-74歳  75-70歳  8084歳  85歳以上

●やはり要介護原因にもなる「がん (新生物)」 の有病率をみると、全体で26%(男性3.4%、 女性
20%)と なつており、女性より男性に多く、また70歳以上では年齢が上がるほど有病率が低くなつてい
る。

●認定状況別にみると、有病率が最も高いのは要支援認定者 (33%)、 次いで二次予防対象者

(30%)、 要介護認定者 (26%)、 一般高齢者 (22%)の順となっている。

図表 有病率 (性口年齢階級別、認定状況。年齢階級別 )

(%)    認定状況・年齢階級別

~要 介護(n=2,299)
~要 支援(n=2,082)
~予 防(n・ 9,169)

一
―

18
17
16

06

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上
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2主観的健康感
①回答結果

●高齢者のQOL(生 活の質)の指標ともなつている主観的健康感に関する回答結果をみてみると、全体
では「 (ま あまあ・とても)健康」とする肯定的な回答 (健康群)が640%、 「 (あまり)健康でない」
とする否定的回答 (不健康群)が282%と なっている。
●これを性別にみると、男性で「とても健康」とする回答が女性より22ポイント高くなつており、逆に
「 (あまり)健康でない」とする不健康群が26ポイント低くなっている。

図表 回答結果 (性・年齢階級別 )

男1生          (%)
0      20      40      60      80     100

総数

(n■ 12,767)

6569歳
(n=3,272)

70-74方モ

(n=3,269)

75-79歳

(n=2,956)

80-34歳

(n=2,040)

85歳 以上

(n=1,230)

口とても健康 。まあまあ健康 。あまり健康でない ●健康でない ●無回答

％
００

性女

４０

総数

(n・ 17,726)

65-69烏場

(n=3,665)

70-74歳

(ni4,001)

75-79歳

(n=4,151)

80-84歳

(n・ 3,169)

35歳 以上

(n・ 2,740)

|口とても健康 。まあまあ健康 ●あまり健康でない 。健康でない ●無回答 |

5,1‐  |147.1
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②属性別の状況

●主観的健康感について肯定的な回答をした健康群の割合を認定状況別にみると、やはリー般高齢者が

808%で最も高く、次いで二次予防対象者 (511%)、 要支援認定者 (3080/0)、 要介護認定者
(285%)の順となっている。要介護認定者、要支援認定者でほとんど差がないことが特徴的といえる。
●所得段階別では第 5段階以上で、住宅の所有関係別では持家で、世帯構成別では夫婦二人暮らしや二人

以上で同居の世帯で、それぞれ健康群の割合が高くなっている。

図表 健康群の割合 (認定状況、所得段階、住宅所有関係、世帯構成別)

認定状況別

8                                              5   1

―●―要介護(n=2,299)~要 支援(n=

―
予防(n=9,169) ~0~一般(nこ 15,580)

80

~0~1～ 3段階(n=8,957)
~4段 階(n・9.619)
~5E;田 曽～ (n=lo 51

所得段階別

6569歳  70-74歳  7579歳  8084歳 85歳 以上

(0/0)
住宅所有関係別

100

80

60

40

20

0

― 持家(n=27,049)

―― 骸  (n・ 1,77

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳 85歳以上

(%) 世帯構成別

100

80

60

40

20

0

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-34歳 85歳以上

526
494

~一 人暮らし(n=3,347)

一■一夫婦二人(n=7,342)

― 他二人(n・ 1,846)

―
=
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③関連設間への回答状況

●主観的健康感に関連する各設間に対する回答 (肯定的な回答の割合)を、健康群と不健康群別にみる
と、両者で差が大きいのは、間8-9・ 11、 間8-3な どとなつており、抑うつ感や服薬状況が主観的健康感と

関連 していることがうかがえる。

表 関連設間への回答結果 単位 :%

設間 (肯定的な回答 )

健康群 (nこ 19,515)

とても健康  まあまあ健康
(n=2,358)     (n・ 17,157)

不健康群 (n・ 8,613)

あまり健康でない 1建康でない
(n=5,766)      (n=2.847)

差

間1-8現在の暮らしの状況を総合的にみてどう感じますか
(ややゆとりがある、ゆとりがある)

419
52.0      406

277

293      244

問1-9現在、収入のある仕事をしていますか (はい)
212

302      200
77
94       42

間7-4健康についての記事や番組に関心がありますか (はい)
889
900 1     888

753

807      644

間8-3現在、何種類の薬を飲んでいますか (3種類以下 )
753
905      733

371

419      272
問8-4現在、病院・医院 (診療所(クリニック)に通院していますか

(いいえ)

246
473      215

69
69     68

間8-7(こ こ2週間)毎 日の生活に充実感がない (いいえ)
889
926 .     883

569

648 401

間8-8(ここ2週間)これまで楽しんでやれていたことが楽しめな
くなつた (いいえ)

925
969 1     919

603
686      424

322

問8-9(こ こ2週間)以前は楽にできていたことが、今ではおつく
うに感じられる (いいえ)

811

931      794
397

460 1     262

間8-10(ここ2週間)自分が役に立つ人間だと思えない
(いいえ)

848
898 1     841

555
627 .     403

292

間8-11(ここ2週間)わけもなく疲れたような感じがする
(いいえ)

801

928      783
392

45,1 ‐     267

409
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Ⅵ 介護

1 既往症

(1)脳卒中

○既往率

●要介護原因で最も多い「脳卒中」について、「これまでにかかった」とする回答の割合 (既往率)をみ

ると、全体で40%(男 性54%、 女性31%)と 、やはり男性のほうが女性より、また年齢が上がるほど高
くなつている。

●認定状況別にみると、既往率が最も高いのはやはり要介護認定者 (168%)で 、次いで要支援認定者
(1060/0)、 二次予防対象者 (38%)、 一般高齢者 (14%)の順となつている。

図表 属性別既往率

(%) 性・年齢階級別

40

―
女性(n=17.726)

一
男性(n・ 12,767)

6569歳  70-74歳  7579歳  80-84歳 85歳以上

―■―要介護(n=2.299)

―
要支援(n=2,082)

― 予防(n=o,169)
-0-_

認定状況・年齢階級別

65-69歳  70-74歳  7579歳  8084歳  85歳以上

(2)認知症

図表 既往率

●同様に要介護原因の上位に位置する「認知症」の既往率をみると、全体で29%(男 性21%、 女性
35%)と 、男性より女性のほうが、志た年齢が上がるほど既往率が高 くなる傾向にある。
●認定状況別にみると、既往率が最も高いのはやはり要介護認定者 (273%)で 、次いで要支援認定者
(4j%)、 二次予防対象者 (1.4%)、 一般高齢者 (02%)の順となつている。
●要介護認定者では、年齢が上がるに従つて既往率が急激に高くなつており、年齢が上がるとともに認知

症を要介護の原因とする認定者の割合が増えていることがわかる。

図表 属性別既往率

(0/● )
性・年齢階級別

40

―
女性(n=17,726)

―
男性(n・ 12,767)

Q6___盤___翌 ね
」

６

　

２

65-69歳  70-74歳  75■ 79歳  80-84歳 85歳以上

認定状況・年齢階級別

~●~要
介護(n=2,299)

― 要支援(n=2,082)
~予 防(n=9、 1691

-0--lorn=1

1 6

75-79歳  8084歳
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2介 護の状況

(1)介護の必要性

●介護の必要性に関する設間 (間 1-3)に 対する回答をみると、年齢が上がるほど「介護を受けている」
「必要だが現在は受けていない」の割合が高くなつている。

●これを認定状況別にみると、要介護認定者の829%、 要支援認定者の598%が 「介護を受けている」と
回答 している一方、二次予防対象者では780/0が 「介護を受けている」、また175%が「必要だが現在は受
けていない」と回答している。

図表 介護の必要性

介護の必要性 (年齢階級別)  (%)
0      20      40      60      80     100

総数

(N=30,493)

65-69歳

(n=6.937)

70-74歳

(n=7,270)

75-79歳

(n■ 7,107)

80-84島モ

(n=5,209)

85歳以上

(n=3970)

●1 現在、何らかの 02何らかの介護  ●3介護 介助は 口無回答
介護を受けている  ・介助は必要だが、  必要ない

介護の必要性 (言忍定状況別) (%)
0                50               100

総数

(N=29,130)

一般(n=15,580)

予防(n=9,169)

要支援(n=2,082)

要介護(n二 2,299)

●1 現在、何らかの 。2何 らかの介護   ●3介護 介助は 口無回答
介護を受けている  介助は必要だが、  必要ない

(2)介護者

●間1-3で 「介護を受けている」と回答 した者の介護者は、「息子・娘」 (380%)、 「配偶者」

(292%)、 「息子・娘の配偶者」 (195%)が比較的多くなつている。
●介護者の年齢は、半数近 くの473%が 「65歳未満」で最も多く、次いで「65～74歳」 (163%)「 75～ 84
歳」 (148%)、 「85歳以上」 (43%)と なっている。いわゆる老老介護が全体のほぼ 1/3と なつてい
る。

図表 介護者 図表 介護者の年齢

間1-5介護 '介助している方の年齢は、次のどれですか

85歳 以上

177人

無回答

706人

173%43%

75～ 84歳

607人

148%

65～ 74歳

668人

163%
n・ 4,092

問 ¬-4ど なたの介護・介助を受 けていますか
(%)

0       10      20      30      40

息子・娘

配偶者

息子 娘の配・・

孫

兄弟・姉妹

その他

n二4,092
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(3)利用している在宅サービス

●要介護認定者が利用している在宅サービスとしては、「訪間介護」が151%で最も多く、「訪問診療」
(84%)「訪問リハビリテーション」 (6.8%)、 「訪問看護」 (53%)、 「訪問入浴介護」 (49%)
の順となつている。

図表 利用している在宅サービス

問 8-6

0

以下の在宅サービスを利用していますか

5               10

訪問診療

訪問介護

訪間入浴介護

訪間看護

訪間リハビリテー¨

居宅療養管理指導




